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海洋情報システムは中央に情報処理装置を地方の海上保安部署に情報の入出力周端末機を設置し、これら

をオンライ ンで結び、海上保安業務の効率化を図るための情報を処理している。

(1）主要情報項目

イ 我が国周辺海域における船舶の船位情報 （外国の漁船、海洋調査船等に関するものを含む。）

ロ 航行規制その他船舶航行の安全に関する情報

ハ 危険物荷役運搬情報、危険物性状情報

ニ 気象、海象に関する情報

( 2）主要活用例

イ 海難が発生した場合の捜索区域及び援助可能船の決定

ロ 外国漁船、海洋調査船、不審船等に対する効果的な監視取締りの実施

ハ タンカール卜等における公害監視取締りなどの効率化

ニ 大規模災害が発生した場合の援助計画の策定

2 .海洋情報システムにおける水路業務（気象、海象）の位置付け及び目的

海洋情報システムのメニュウ業務を下記に示す。

( 1 ）捜索数難業務

( 2）港長業務

( 3）通信業務

( 4 ）水路業務 （イ．気象、海象、潮汐、潮流情報管理、ロ．海氷情報管理）

( 5）その他の業務

上記業務のうち水路業務 （気象、海象）は本庁水路部に海洋情報システム水路部電子計算機を設置し、中央

の情報処理装置とオンライン結合して、気象、海象に関する情報を管理、提供する。

主要活用例には海難発生時の捜索区域の設定、大規模災害時の援助計画の策定がある。

3 .気象、海象情報の流れ

(1）本庁水路部、管区水路部、保安部署端末機から情報の登録
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( 2）全端末機から情報検索、捜索救難業務プログラムからの情報検索

( 3）気象庁ADES Sシステムとオンラインによ り情報の即時交換

気象、海象情報の流れ図

1200bps 

管区本部保安部署

入出力用端末機

海上保安庁海岸局

海洋情報システム

中央情報処理装置

9600bps 

海洋情報システム

水路部電子計算機

水路部内端末機

4.海洋情報システム水路部電子計算機のフソトウエアー構成

50bps 

気象庁ADESS 

システム

NT T海岸局

0 S 4 X 8 F SP (E 2 0）によるオペレーテイングシステム（0s）でメーカー提供のコント ロー
ルプログラム、アプリケイションプログラム等のプログラムパッケイジは約40本で構成されている、この環

境のもとに、水路部職員作成の応用フ。ログラム192本78,500ステップ、その内訳を下記に示す。

( 1 ）オンラインプログラム（AIM) (ACS) 

イ AC Sプログラム 36本 7 290ステップ （画面作製）

ロ AC Sプログラム 22本 29 380ステップ （データ登録、検索）

ハ AI Mプログラム 25本 20,910ステップ （ADESSデータ処理）

( 2）オンパッチプログラム 15木 5,410ステップ（風計算、ファイル転送）

( 3）ノ〈ッチプログラム 16本 2,880ステップ （蓄積データ吸い上げ）

( 4）サブルーチンフ。ログラム

イ コボル 49木 11,860ステップ

ロ フォトラン 29本 780ステップ

・ A I M(Advanced Information Mamager) 

メーカー提供向オンラインプログラムパッケージで、端末機を順編成ファイルと見なしてメ ッセージの

処理を行うので、パッチプログラムを作成する手順でオンラインプログラムを作成出来る。

・ A C S (Application Control Support System) 

AI M配下のアプリケーションプログラム。
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5 .海洋情報システム水路部電子計算機の機器構成

中央処理装置 （CPU) 直接アクセス記憶装置 （DASD) 

モ ア jレ FACOM M-310E モ ア ／レ FA COM M6411M 

主記憶容量 7MB t，プ'.l-・ 量 135MB×6台

主記憶容量用素子 256Kbitダイナミ ックRAM 平士勾ポジショニング 27mS 

ーチャ ン ネル数 3台 アクセスタイム 10.lmS 

転 送 古色 力 12MB/S データ転送速度 885MB/S 

入 力 電 i原 lOOV フ ‘y ク 数 1.616×10 

回線接続装置 4×4 lトラ ックの容量 8.368B 

磁気テープ装置 ラインプリンター装置 システムコンソール装置

モ ア jレ FACOM6480A モ ア ／レ 6733A モ ア ／レ

トラ ッ ク数 9TRK 印 字方式 タイプベルト CR Tサイズ

記録密度 1600bpi 印字速度 390行／分 文 字 数

テープ速度 0.318 m/S 1行 印字数 136字 文字フォント

転送速度 20Kb/S 活字種類 英数字カナ

＊端末機 （9450-2)（海洋調査課、沿岸調査謀、海洋情報謀、水路通報課）。

本体＝16ビット、 512KB、グラフィ ック機能 （水路通報課用を除く ）。

キーボード＝J I S配列

表

マイクロディスク＝容量20MB、平均アクセス時間75ms、大きさ5.25インチ。

フロッピィディスク＝ 8インチ、レコード形式 256-2D。

刀t

プリンタ一二ドット、印字速度 （漢字70字、英数210字／秒）用紙4～16インチ。
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6 .水路業務（気象、海象）の情報処理観要フロー

管区・部署

手操作

1.海象観測値

①各層水温

②各層塩分

③海流 （表面の流向、流速）

2.海流推定値

① l度メ ッシュ

② 3 0分メ ッシュ

③ 1 5分メ ッシュ

3.巡視船観測値

①雲量②風向③風速

④視程⑤水温⑥波 j良

⑦うねり③気圧⑨気温

4. 異常潮汐観測値

①時刻j ②潮位③周期

グラフィ ック処理

本斤水路部

平年値データ

潮汐潮流推算
← -Qi；朝

I朝汐j靭流改正数

潮汐潮流定数

処理

気 象庁

1.池上実況

①風向②風速③気圧

2.海上実況

①雲量②風向③風速

④視程⑤水温⑥波浪

⑦うねり③気圧⑨気温

3.水温実況

①各層水温

4.海洋観測実況

①各層水温②各層塩分

5.高層実況放射

①表面水温

6.漂流実況

①風向②風速③気圧

④水温⑤気温

7.波j良実況

①波高②周期

8.沿岸水理

①風向②風速③気圧

④視程⑤水 1足⑤波浪

⑦気温③水位③海氷

9.地震観測

①初期微動時間②最大振幅

10.津波観測

①波高付②波高



7 .登録項目及び検索項目

NO. I情報名｜業務名｜項 日 I!ft イ立 （備考）

1 リアルタイム｜海象観測値

データ ｜登録

海流推定値

登録

管区、機関名、船名、年月日時、

緯度、経度、流向、流速、水温、

塩分

管区、年月日、メ ッシュサイズ、

緯度、経度、流向、流述、

巡視船観測値｜船名、年月日時、緯度、経度、

登録 ｜雲量、風向、風速、天気、視程、

水温、風浪 （波向、波高）、うね

り （波向、波高）、気圧、気iJifL

異常潮汐観測｜管区、年月日時分、験汐所名、

登録 ｜潮位

ADE SS ｜円時分、地点番号、風向、風速、

l，地上実況｜気圧

2，海上実況｜日時、緯度、経度、雲量、風向、

風速、天気、視程、水温、風浪 （

波向、波高）、うねり （波向、波

高）、気圧、気温

3，水温実況｜日時、緯度、経度、各層水温

4，海洋観測｜日時、緯度、経度、各層水温、

実況 i各層塩分

5，高層実況！日時、緯度、経度、表面水温

放射観測

6，蹴笑況｜円時、緯度、経度、表面水温

風向、風速、気圧、気温、水温

7，波浪実況｜日時分、地点番号、波高
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年月日時＝ JST

流向＝度

流速＝ ノッ ト

ノk iiiiL=J支

塩分＝なし

管区、機関1.、船1，＝コード

流向、流i虫＝表面

7Ki,¥i¥. = Om,50m,100m,200m,400 
塩分＝Om,50m,100m,200m,400 

メyシュサイズ＝15分、 30分

1度

雲量＝階級

風向＝度

風速＝m/s

気圧＝mb

i切］ イ立二cm

天気＝英字

ネ見 干呈＝Km

i皮 向＝度

i皮 高＝!TI

気温＝度

（注）

風向、風速は 3日前まで検索

できる。

その他のデータについては、

最新のデータしか検索できな

し、。



8，沿岸水理｜日時分、 地点番号、風向、風速、

天気、視程、水温、風浪 （波向、

波高）、うねり （波向、波向上

気圧、気温、海）｝＜.

9 ，地艮観i~IJ I地点番号震度時分秒初期微
動時間、最大振幅

10，津波観測｜地点番号、時分秒、波高符、波高

2 ｜予報データ ｜潮汐定数 潮汐定数、 i朝高比、潮時差

3 

潮流定数 潮流定数、流速比、潮時差

平年値データ IJODCデー｜海流 （頻度、流向、流速）、風 （

タ ｜頻度、風向、風速）、芸 （頻度、

雲量）、視程 （頻度、祝樟）、波

浪 （頻度、波向、波高）、気温、

気圧、；J<.i:晶、極分、密度、背述、

力学的深度、水深

4 1計算データ ｜風データ 風向、風速、

日本沿岸の潮位を検索する

潮流を検索する

海流、風、は頻度ごとに 3デ

ータ検索。

視程、波浪、雲は頻度ごとに

2データ検索。水温、塩分、

密度、背述、はOm,50m,100m,

200m, 400m, 600m, 800m, lOOOm, 

2000m，テ、ータを検索。

水深は最大、平均、最少を検索。

水温、塩分には標準偏差も登録。

3時間ごと l度メ ッシュ

[J出没データ｜薄明始め時間、日出時間、日出方｜日出没計算フログラムにより

5 ｜図化テータ

（本庁水路

部のみ）

6 ｜海氷データ

位、日没時間、円没方位、簿明 ｜算出

終わり時間

風向、風速阿｜岸線、観測値、計算他

海流図 ｜岸線、観測値 （1 5円以内）

潮流凶 ｜岸線、推算値

港内海水情報｜月日、港名、氷虫、氷形、氷厚

外洋i毎氷情報 ｜月日、海域、緯度、経度、氷状、

分布、 i毎氷帽、密接度、氷形、 ）j(

厚

30, 15分メ ッシュは観測値、

1度メ ッシュは計算値の図化

潮流岡は 5分、 l分で図化

氷量＝数字 （0～10) 

氷形＝コード

)}<. l享＝cm

海域＝コード

)j(状＝コード

分布＝コード

ADE SS 

海氷情報

月日時、緯度、経度、若氷状況 ｜海氷幅二マイル
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密接度＝数字 （0～10) 

若氷状況＝コード



8 .水路業務（気象、海象）におけるリアルタイムデータの定義

米国沿岸警備隊 （USCG）からの情報等を参考にし、試行錯誤の末下記のとおり定めた。

( 1 ）風向、風速、気圧＝ 3時間前までのデータ

( 2）視程、波浪、雲量＝24時間前までのデータ

( 3）海流、水温＝15日前までのデータ

9 .データ転送

管区海洋速報作成の基礎資料として、海流観測値、海流推定値、表面水温、 50,100, 200, 400m層の各層

水温値を編集し、各管区本部への送信ファイルに登録する、これをHI CS （ファ イル転送用プログラムパ

ッケイジ）を使って各管区本部の水路業務受信用ファイルに転送する、転送されたファイルをフロ ッピーデ

ィスクに転写して管区水路部のパソコンでファイルのフォーマット変換を行い、データを出力する。

10.主な処理の概要

( 1 ）入力データの処理 （リアルタイムデータのチェ ック及び登録）

イ．画面からの入力データ

－データの論理チェ ック、データの標準偏差値によるチェ ック等により妥当でないデータはエラーメ

ッセージを端末機に返し、再入力する0

・海象観測値、海流推定値、巡視船観測値、の生データを該当するファイルに登録し、 SA Rメッシ

ュファイルへの登録処理を行い、 SA Rメッシュファイル （15分メ ッシュ）に登録する。

・海象観測値、巡視船観測値、を国際気象通報式に編集して、気象庁ADES Sあて送信する。

ロ. ADES Sデータ

・データの論理チェ ック、フォーマットチェ ック等により妥当でないデータはADES S不明ファイ

ル及びADES S未処理ファイルに登録する。

－上記の妥当なデータをSA Rメッシュファイルへ登録の不可についての判別をし、その結果のフラ

グを付けてADES Sソースファイルに登録する。

・SA Rメッシュファイルへ登録の可のフラグのあるテータを単位変換等の処理を行いSA Rメッシ

ュファイルに登録する。

( 2）風の計算 （毎日 O時から 3時間ごとに計算）

－巡視船観測値、 ADES Sデー夕、の気圧データを気圧ファイルに登録する0

・SA R海域の各月メ ッシュ化された平均気圧を平均気圧ファイルに登録する0

．現場気圧と平均気圧との差を観測点ごとに計算する。

－各観測点ごとの気圧差から各メ ッシュの気圧差を計算する。

－各メ ッシュの気圧差から風向、風速を計算しSA Rメッシュファイルへ登録する。

11.データの登録及び利用状況

昭和61年1月から12月までに水路業務 （気象、海象）へ登録画面からの登録は、海象観測値登録24746件、

海流推定値登録304件、表面水温／海流観測値登録1615件、港内海氷情報登録480件、外洋海氷情報登録936
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件、の合計28099件であった。

オンラインによる水路業務（気象、海象）への登録は月平均、巡視船観測値3600通、気象庁ADES Sシ

ステムからの登録は月平均、地上実況29000通、海上実況56000通、海洋観測400通、表層水温1100通、沿岸水

理300通、波浪計観測実況3900通、漂流ブイ実況900通、衛星放射観測実況100通、地震800通、その他5000通

の合計97800通であった。

昭和61年 1月から12月までに水路業務 （気象、海象）を利用した件数は8292件で、漂流計算プログラムか

らアクセスが3192件、検索画面からの利用は海象観測値1834件、潮汐予報値868件、潮流予報値1374件、日出

没情報469件、海氷情報242件、気象海象平年値263件等であった。

12. 当業務のまとめ

( 1 ）オンライン、 リアjレタイム、システム

( 2) 24時間稼動システム

( 3）操作に人手を介する作業を極力排除した、マニュアルレスのメニュウ方式システム

( 4）オンライ ン、グラフィ ック （海潮流表示等）処理システム

( 5）入出力ファイルが別々なシステム （検索用のSA Rメッシュファイノレ）

( 6）気象庁ADES Sと自動データ交換システム

( 7）水路部職員による手作システム

( 8）風データを算出するシステム
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